
『地域で楽しく育ち合い』
 

森のようちえんいろどり
親子組おさんぽ会

活動紹介
２０２6年６月１６日（火）

森のようちえん いろどり 代表 有村理恵



①自己紹介
• 広島出身、平和への想い
• 奈良在住１０年目
• 地域の魅力を体感（自然が豊かでほどよく町・新住民を受け入れて

くれる・伝統を大切にし楽しんでいる・子どもは宝）→葛城で子育
てしたい！

• 小学４年・１年・年少児の三姉妹の母
• 長女と森のようちえんウィズ・ナチュラ(天理市・往復２時間)に３

年間通う→平和の礎を築く活動なのでは！？
• 「これからも住み続けたい葛城市で森のようちえんを立ち上げ、多

様性・対話・共生・育ち合いを大切にするコミュニティを育てた
い！」



②森のようちえんとは
• 1950年代にデンマークのお母さんがわが子とその友人を連
れて森で自主保育を始めたことが発祥　

日本では0歳〜概ね7歳を対象にした『自然体験活
動を基軸にした子育て・保育、乳児・幼少期教育の
総称』

•必ずしも園舎を必要としない（認可園・地方裁量型こども園・認可外
保育施設・任意団体・など形態はさまざま）

• 300近くの森のようちえんが存在
• 「NPO法人森のようちえん全国ネットワーク連盟」が交流・研
修の場を提供

子どもたちが自然の中でありのままに心が動く体験
を積み重ね、豊かな感性と心身の土台を築いてい
くことを大切にしており、従来の幼稚園や保育園と
対立する新たな教育ではありません

2021年、曽爾青
少年自然の家に

全国から
500人が集結！

全国交流
フォーラムの
様子



③奈良県で『自然保育』が見直されています

就学前教育の重点施策
「学ぶ力」「生きる力」
   ↑
「自己肯定感」「健やかな身体」 
「他者への寛容なこころ」
   ↑
『自然保育』・『食育』・『芸術』



奈良県自然保育認証制度の
認証を受けました



ミッション(使命)

すべてのこどもたちに
自分らしく

生き生きと過ごせる
自然体験の機会をつくる

ビジョン(在りたい姿)

自然体験を糧に、
自分と自分を取り巻く
環境への信頼を深め、

心豊かに共生する社会を
体現する

バリュー(行動指針)

・ジャッジのない、対等で対話的な
 関係を大切にする
・お互いの育つ力を信じて見守る
・困りごと・ヘルプは全体共有し
 課題解決していく
・自他への信頼と希望をもって、
 とにかく体験・行動する

森のようちえんいろどり
って、どんな団体？

④団体紹介



④団体紹介
• 2022年2月親子組活動開始
• 2023年4月ようちえん組開始(認可外保育施設)
• スタッフ７名（保育士有資格者５名）
• 森のようちえん全国ネットワーク連盟団体会員

        親子組

週１回 毎週木曜日
１０：１５～１３：００
市内の公園や里山フィールドにて
未就園児(０～２歳児)とその保護者

親子でのおさんぽや自然あそびでココロと
カラダのつながりをじっくり味わったあと
は、大人も自分に立ち返り、安心の中で交
流する時間をつくっています

       ようちえん組

週５回 月曜日～金曜日
９：３０～１４：００
葛城市内の公園・里山フィールドにて
３～５歳児

自然の中での主体的な遊びや体験活動を中
心に3歳児～５歳児の３学年が共に過ごし、
保育者や保護者は一人ひとりの成長過程に
寄り添い関わります



地域の魅力いっぱいの活動拠点

二上山麓・葛城山麓の公園など 地域の方との交流・ご協力



⑤親子組おさんぽ会の活動

《スケジュール》
10：15 集合・絵本・チェックイン
10：30 おさんぽ
11：30 お弁当
12：00 大人のお話タイム
12：45 絵本・チェックアウト
13：00 終了

 昨年度４４回の開催
のべ３０２組(うち葛城市民134組)に
自然さんぽの機会を提供（リピーター含む）

わが子と
じっくり過
ごす時間

親の気持ち
を出し合う
時間









おさんぽ会を通じて葛城市で実現したい
こと

孤育て
の解消

自然・地
域の魅力
発見

その人らしい
育ちを支え合
う社会へ

より多くの葛城市のお母さんお父さんと、
自然豊かな地域の中で大人も子どもも一緒に
育っていく楽しさを分かち合いたい！！ 子育て期は、

「この町で自分がどう生
きたいか」を

問い直すチャンス！！











2年間で何を達成したのか？

孤育ての
解消

自然・地域
の魅力発見

その人らしい育
ちを支え合う社
会へ

草の根的規模ながらも、上記３つの課題にアプローチできる
活動の質は担保できるようになったといえる。



3年目。何を達成したいか
～継続的な活動にするために～

・葛城市の参加者を増やしたい(地域への愛着を育む)
・「なかまと自然とつながることから、幼い人
 との暮らしをより豊かにするコミュ
 ニティ」として存在し続ける
・社会(葛城市)で必要とされる活動を続けるた
 め、市や参加者のニーズを知って活かす



おさんぽ会を通じて葛城市で実現したい
こと

孤育て
の解消

自然・地
域の魅力
発見

その人らしい
育ちを支え合
う社会へ

より多くの葛城市のお母さんお父さんと、自然豊かな
地域の中で大人も子どもも一緒に育っていく楽しさを
分かち合いたい！！

広報
チラシ・通信

多様な体験
外部講師

環境整備
必要備品

スタッフ
技能向上
研修参加

安全管理
安全講習受講

子育て期は、
「この町で自分がどう

生きたいか」を
問い直すチャンス！！

最終年度は、活動の意義を伝える講演会開催に力を入れます！

そのために・・・




